
※基準価額は信託報酬控除後の値です。

ファンド設定日：2019年5月30日

※基準価額及び税引前分配金再投資基準価額は、信託報酬控除後の値です。
※税引前分配金再投資基準価額は、本ファンドに分配金実績があった場合に、当該分配金
（税引前）を再投資したものとして計算しています。
※当ファンドの設定日前日を10,000として指数化しています。

※期間収益率は税引前分配金を再投資したものとして算出した税引前分配金再投資基準価額により計算しています。

※収益分配金は1万口当たりの金額です。
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の水準を示唆・保証するものではありません。

収益分配金（税引前）推移

決算期 第2期 第3期 第4期 第6期

0円分配金 0円 0円 0円 0円 0円

設定来累計
決算日 2021/5/28 2022/5/30 2023/5/29 2024/5/28 2025/5/28

第5期

-2.07％ -14.34％

設定来 １カ月 ３カ月 ６カ月 １年 ３年

-5.85％ -6.12％ -3.09％ -3.04％ 5.49％

５年

追加型投信／内外／資産複合

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

2026年3月31日基準（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

運用実績（為替ヘッジあり）

基準価額 9,415円 前月末比 ▲614円 純資産総額 1.66億円

基準価額等の推移

金額 比率ファンド

LOファンズ-プラネタリー・
トランジション
（円ヘッジ有・円建て）

現金等

資産構成（単位：百万円）

期間収益率

5 3.2％

LOファンズ-グローバル・
クライメイト・ボンド
（円ヘッジ有・円建て）

81 49.3％

78 47.5％

※組入比率は本ファンドの純資産総額に対する比率です。
※現金等には未収・未払項目などが含まれるため、マイナスとなる場合が
あります。

（円） （億円）
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※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 1



※基準価額は信託報酬控除後の値です。

ファンド設定日：2019年5月30日

※基準価額及び税引前分配金再投資基準価額は、信託報酬控除後の値です。
※税引前分配金再投資基準価額は、本ファンドに分配金実績があった場合に、当該分配金
（税引前）を再投資したものとして計算しています。
※当ファンドの設定日前日を10,000として指数化しています。

※期間収益率は税引前分配金を再投資したものとして算出した税引前分配金再投資基準価額により計算しています。

※収益分配金は1万口当たりの金額です。
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の水準を示唆・保証するものではありません。

2025/5/28

0円 0円

設定来累計
第6期

分配金 0円 0円 0円 0円

第4期 第5期

2023/5/29 2024/5/28

収益分配金（税引前）推移

決算日 2021/5/28 2022/5/30

決算期 第2期 第3期

３年 ５年

69.07％ -4.25％ -0.82％ 5.45％ 18.86％ 35.51％ 45.07％

設定来 １カ月 ３カ月 ６カ月 １年

期間収益率

資産構成（単位：百万円）

金額 比率

現金等 74 6.1％

LOファンズ-プラネタリー・
トランジション
（円ヘッジ無・ユーロ建て）

※組入比率は本ファンドの純資産総額に対する比率です。
※現金等には未収・未払項目などが含まれるため、マイナスとなる場合が
あります。

LOファンズ-グローバル・
クライメイト・ボンド
（円ヘッジ無・ユーロ建て）

616 50.5％

530 43.4％

ファンド

追加型投信／内外／資産複合

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

2026年3月31日基準（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

12.21億円

基準価額等の推移

運用実績（為替ヘッジなし）

基準価額 16,907円 前月末比 ▲751円 純資産総額
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※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 2



※2023年5月より「LOファンズ - クライメイト・トランジション」は「LOファンズ - プラネタリー・トランジション」に名称変更されました。
※上記比率はいずれも組入投資信託証券の純資産総額に対する割合です。
※各構成比率については、四捨五入の関係上、合計が100％とならない場合があります。
※業種（セクター）別構成は世界産業分類基準（GICS）による分類です。

通貨別構成

追加型投信／内外／資産複合

主要組入投資信託証券の運用概況

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 2026年3月31日基準

※下記「主要組入投資信託証券の運用概況」のデータ及びコメントつきましては、本ファンドの主要投資対象である「LOファンズ-プラネタリー・トランジション」
   及び「LOファンズ-グローバル・クライメイト・ボンド」をそれぞれ運用するロンバー・オディエ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッド又はロンバー・
※オディエ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）リミテッド／メットライフ・インベストメント・マネジメント・リミテッド（MIM）（以下、「ロンバー・オディエ社」と総称する
   こととします）からの資料を基にＳＢＩアセットマネジメントにて作成しています。

国・地域別構成 業種（セクター）別構成

LOファンズ-プラネタリー・トランジション株式 2026年3月末基準

69.3％

10.2％

8.7％

3.8％

2.8％

2.7％

1.9％

0.3％

0.3％

米ドル

ユーロ

英ポンド

香港ドル

日本円

台湾ドル

韓国ウォン

スウェーデンクローナ

スイスフラン

62.7％

7.7％

3.4％

3.3％

2.8％

2.7％

2.4％

2.2％

9.9％

2.8％

米国

英国

オランダ

中国

日本

台湾

ブラジル

カナダ

その他

キャッシュなど

25.9％

20.5％

12.9％

12.1％

8.1％

6.0％

4.4％

2.6％

2.2％

1.8％

0.8％

2.8％

情報技術

資本財・サービス

公益事業

素材

金融

一般消費財・サービス

コミュニケーション・サービス

ヘルスケア

エネルギー

生活必需品

不動産

現金等

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 3



※上記比率は組入投資信託証券の純資産総額に対する割合です。
※組入上位10銘柄に記載の国・地域名は、発行国を表示しているため、主要取引所国とは一致しない場合があります。
※業種は世界産業分類基準（GICS）による分類です。

組入銘柄数 83銘柄

英国 公益事業

ベリスク・アナリティクス (Verisk Analytics, Inc)10 米国 資本財・サービス 1.8％

8 SSE (SSE PLC)

9 ウエイスト・マネジメント (Waste Management, Inc)

組入上位10銘柄

米国 資本財・サービス

素材

米国 資本財・サービス

国・地域

1.9％

1.8％

比率

5.4％

4.4％

2.7％

2.2％

2.0％

2.0％

2.0％

米国

米国 金融

台湾

6

7

4

5 台湾セミコンダクター (Taiwan Semiconductor Manufacturing Company, Ltd)

リンデ (Linde PLC)

ウーバー・テクノロジーズ (Uber Technologies Inc)

S&Pグローバル (S&P Global Inc)

2

3

1

情報技術

銘柄名

エヌビディア (NVIDIA Corp)

アルファベット (Alphabet Inc)

ネクステラ・エナジー (NextEra Energy, Inc)

米国 情報技術

米国 コミュニケーション・サービス

米国 公益事業

業種

2026年3月末基準

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 2026年3月31日基準
追加型投信／内外／資産複合

主要組入投資信託証券の運用概況

株式 LOファンズ-プラネタリー・トランジション

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 4



※国・地域は発行国を表示しているため、主要取引所国とは一致しない場合があります。
※業種は世界産業分類基準（GICS）による分類です。
※事業紹介は本ファンドのご理解を深めていただくために作成したものであり、個別銘柄への投資を推奨するものではありません。
※上表に記載の内容は基準日現在のものであり、将来予告なく変更される場合があります。

主要組入投資信託証券の運用概況

株式 LOファンズ-プラネタリー・トランジション

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 2026年3月31日基準
追加型投信／内外／資産複合

2026年3月末基準

ネクステラ・エナジー (NextEra Energy, Inc) 米国 公益事業

5 半導体メーカー。ウエハー製造、プロービング、組み立て、検査のほか、マスクの製造、設計サービスを提供する。同社の集積回路
（IC）はコンピューター、通信機器、消費者向け電子製品、自動車、工業機器の各産業で使用される。

台湾セミコンダクター (Taiwan Semiconductor Manufacturing Company, Ltd) 台湾 情報技術

4 金融情報サービス会社。世界の資本やコモディティ市場を対象に格付けやベンチマーク、分析に関する情報を顧客に提供する。世界
各地で事業を展開。

S&Pグローバル (S&P Global Inc) 米国 金融

3 持続可能エネルギーの発電・販売会社。風力、太陽光、天然ガスによる発電を手掛ける。子会社を通じ、複数の商業用原子力発
電所も運営する。

銘柄名

エヌビディア (NVIDIA Corp)

アルファベット (Alphabet Inc) 米国 コミュニケーション・サービス

3次元（3D）グラフィックスプロセッサーと関連ソフトウエアの設計・開発・販売会社。同社の製品は、主要パソコン向けに双方向3D
グ ラフィックスを提供する。

2 ウェブベースの検索、広告、地図、ソフトウエア・アプリケーション、モバイルオペレーティングシステム、消費者コンテンツ、業務用ソリュー
ション、eコマース、ハードウエア製品などを提供する。

国・地域 業種

事業紹介

1

米国 情報技術

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 5



※上記比率はいずれも組入投資信託証券の純資産総額に対する割合です。
※格付はS&P社、ムーディーズ社の内、最も高い格付けを表示。なお、両社に格付けがない場合にはフィッチ社の格付けを採用しています。
※各構成比率については、四捨五入の関係上、合計が100％とならない場合があります。

債券格付け構成 債券種別構成

地域別構成

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

2026年3月31日基準（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／資産複合

主要組入投資信託証券の運用概況

債券 2026年3月末基準LOファンズ-グローバル・クライメイト・ボンド

通貨別構成

32.0％

31.1％

9.4％

9.2％

9.1％

6.0％

3.2％

投資適格社債

政府機関債

地方債

証券

国債

非投資適格社債

現金・その他

26.2％

26.1％

18.5％

15.1％

5.7％

5.2％

3.2％

西欧

アジア／太平洋

北米

国際機関

中央ヨーロッパ／
中東／アフリカ

中南米

現金・その他

43.7％

24.0％

9.4％

8.4％

3.3％

2.7％

2.1％

1.5％

1.1％

4.0％

米ドル

ユーロ

日本円

中国人民元

英ポンド

カナダドル

中国人民元（オフ
ショア）

豪ドル

チリペソ

その他

22.0％

29.6％

22.1％

17.0％

6.1％

3.2％

AAA

AA

A

BBB

BB以下

現金・その他

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 6



※「クーポン」とは、額面金額に対する単年の利息の割合です。
※平均格付とは、基準日時点での当ファンドの組入投資信託証券にかかる信用格付を加重平均したものです。そのため、本ファンドにかかる格付ではありません。
※「修正デュレーション」とは、債券投資におけるリスク度合いを表す指標です。金利変動に対する債券価格の感応度（リスクの大きさ）を表しています。
　　デュレーションが長いほど債券価格の感応度は大きくなります。
※「最終利回り」とは、満期までの保有を前提とした場合における、投資元本に対する収益の割合を表す指標です。
※記載の内容は基準日現在のものであり、将来における運用成果を約束するものではありません。

※比率は組入投資信託証券の純資産総額に対する割合です。
※格付はS&P社、ムーディーズ社の内、最も高い格付けを表示。なお、両社に格付けがない場合にはフィッチ社の格付けを採用しています。
※記載の内容は基準日現在のものであり、将来における運用成果を約束するものではありません。

ニュージーランド

国際機関

韓国

香港

スウェーデン

国際機関 1.6％

5.39％

0.00％

3.05％

AA

AAA

AAA

AA

AA

A

2.50％

2055/10/1

スペイン国債

政府機関債

2027/3/31

社債

2033/2/24

AAA

2054/9/20

地方債

4.38％ AAA2034/2/28

2044/1/24

2042/7/30

ニューヨーク市債

ニュージーランド国債

国際復興開発銀行

韓国住宅金融公社

香港鉄路（MTRコーポレーション）

バーサクローナン

国際復興開発銀行

ドイツ

国際機関

スペイン

アメリカ

10

2.1％

2.0％

1.9％

1.9％

3.3％地方債

国債

地方債

国債

2.7％

0.11％ 2030/3/13

2033/8/2

AAA

A

2034/5/15

1.7％

1.7％

4.38％

1.00％

4.25％

4.63％

米州開発銀行

※データの分類方法や評価基準日の一部が異なる場合があるため、概算値となりますのでご留意ください。また、掲載データに関する情報の正確性、信頼性、完全性を保証するものではありません。

ポートフォリオ構成

平均クーポン（％）

平均残存期間（年）

平均格付け

修正デュレーション

組入銘柄数

8

9

6

7

4

137銘柄

5

4.37

2

A+

3

6.40

地方債

政府機関債

3.69

1

発行体名

ドイツ復興金融公庫

8.79

最終利回り（％）

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 2026年3月31日基準
追加型投信／内外／資産複合

主要組入投資信託証券の運用概況

債券 LOファンズ-グローバル・クライメイト・ボンド 2026年3月末基準

国・地域等 比率

3.5％政府機関債

クーポン 格付け償還日債券種別

組入上位10銘柄

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 7



※ロンバー・オディエ社の資料を基にＳＢＩアセットマネジメント作成。

■市場動向

　3月は、原油価格を起点とする地政学的ショックにより、エネルギー価格が急上昇し、インフレ率の押し上げと世界の成長率見通しの下方修正を招き
ました。現時点では、混乱が抑制される限り、世界的な景気後退に直結するものではなく、影響は大きいものの対処可能な供給ショックにとどまるとの見
方がメインシナリオです。
　影響は地域ごとに異なります。米国はエネルギー集約度の低さと堅調な企業利益に支えられ、相対的に底堅さを維持しています。一方、欧州と日本
はインフレ圧力の高まりと成長鈍化、引き締め方向への政策バイアスが重なり、より厳しい環境に直面しています。中国は、エネルギー調達源の分散や
政策余地、景気安定化の兆しにより、比較的影響を受けにくい状況にあります。
　中央銀行の対応も非対称的です。欧州はインフレ期待を重視し、引き締め姿勢を強める見通しです。米国では、成長が大きく悪化しない限り、政
策は現状維持との見方が優勢です。中国は成長支援を重視し、日本は地政学的不確実性の中で、段階的かつ慎重な金融正常化を継続していま
す。
　株式市場ではリスクオフが進み、足元の調整は利益悪化ではなく、主にバリュエーション低下によるものです。ただし、投資家心理はまだ本格的な投げ
売り局面には至っていません。セクター別ではエネルギーが明確な受益者となる一方、生活必需品やヘルスケアといったディフェンシブ・セクターは、従来
期待される防御的役割を十分に果たしていません。市場ではモメンタムの急反転が生じており、年初に好調だったセクターが足元では出遅れる展開と
なっています。
　構造的には、AIの普及を支える投資の加速が続いており、資本はエネルギー・インフラ、送電網、蓄電分野へと向かっています。全体として市場は、エ
ネルギー価格と地政学情勢に強く左右される二者択一的な局面にあり、混乱が拡大すれば下振れリスクが高まる一方、緊張緩和と利益の底堅さが確
認されれば回復の余地もあると考えられます。

■ポートフォリオの運用状況

　3月の当ファンド（I シェアクラス、米ドル）のリターンは -7.77％ となり、 参考指数である MSCIワールド・インデックス（ネット・トータル・リターン）の
-6.37％ を下回りました。
　パフォーマンスは、主にセクター配分がマイナス寄与となりました。従来型エネルギーへの非投資や、リスクオフ環境下で情報技術セクターが相対的に軟
調に推移したことが下押し要因となりました。一方で、銘柄選択では、再生可能エネルギーや蓄電池関連など、エネルギー転換を支える一部の銘柄
が、市場全体の弱含みにもかかわらず相対的に堅調に推移しました。
　銘柄別寄与度上位銘柄は、Contemporary Amperex Technology （CATL）、ネクストパワー、およびネステでした。
　寄与度下位銘柄は、サムスン電子、アントファガスタ、およびウィートン・プレシャス・メタルズでした。
　当月はネステを新規に組み入れました。同社は再生可能ディーゼルおよび持続可能な航空燃料（SAF）の分野で世界的なリーダーであり、道路輸
送と航空という脱炭素化が困難な分野を直接的に支援しています。既存インフラを活用可能な「ドロップイン型」燃料と、規模・精製能力・原料調達に
おける競争優位性を背景に、SAF普及の進展が収益成長に寄与すると見ています。

投資環境及びポートフォリオの運用状況

株式 LOファンズ-プラネタリー・トランジション 2026年3月末基準

追加型投信／内外／資産複合

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

2026年3月31日基準（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 8



※ロンバー・オディエ社の資料を基にＳＢＩアセットマネジメント作成。

■市場動向

　3月の債券市場は、米国とイランの対立を主因としてボラティリティが大きく高まりました。従来のような典型的な安全資産への逃避局面とは異なり、原
油価格の上昇やサプライチェーンリスクの再燃を背景にインフレ・プレミアムが意識され、世界の金利市場においてコア国債利回りは総じて上昇しました。
金利の変動および質への逃避の動きを受け、米ドルは多くの通貨に対して上昇しました。
　クレジット市場では強弱感が交錯しました。投資適格社債のスプレッドは小幅に拡大したものの、堅調なファンダメンタルズと新発債供給の減少を背景
に、市場は概ね秩序を保ちました。一方、ハイ・イールド社債は、リスク選好の低下に加え、エネルギー関連のボラティリティの影響を受けて相対的に軟
調な推移となりました。米ドル建て新興国のハードカレンシー債は二極化し、石油輸出国は相対的に底堅さを示した一方、石油輸入国や地政学的リ
スクの影響を受けやすい国・地域のクレジットはアンダーパフォームしました。
　中央銀行はより慎重なスタンスへと転じました。米連邦準備制度理事会（FRB）および欧州中央銀行（ECB）は、データ次第の方針と「選択肢
の維持」を強調し、エネルギー要因によるインフレリスクやサービス価格の高止まりを踏まえ、早期の利下げに対する市場の期待は抑制されるべきであると
の認識を示しました。全体として3月は、リスク・プレミアムの再評価が進み、国債利回りは上昇、スプレッドは小幅に拡大し、ポジショニングではディフェン
シブなスタンスが選好される展開となりました。

■ポートフォリオの運用状況

　当ファンドの米ドル建てリターンは下落しました。参考指数対比ではアンダーパフォームしました。
　3月は、米国・イラン情勢を背景としたインフレ懸念を受け、豪ドル建ておよびニュージーランド・ドル建て債券市場で利回りが大幅に上昇しました。その
結果、これら市場におけるデュレーションのオーバーウェイトがマイナスに寄与しました。また、クレジット・スプレッドは拡大したものの金利上昇に比べると抑
制的であったため、米ドルおよびユーロ建てのスプレッド商品への配分も、相対パフォーマンスに対してマイナスとなりました。一方、韓国ウォン建ておよびタ
イバーツ建て債券の小幅なアンダーウェイトは、限定的ながらプラス寄与となりました。
　3月のグリーン・ソーシャル・サステナビリティボンド（GSS）市場は、米国とイランの対立を背景とする地政学的リスクや利回り上昇を受け、発行体の
慎重姿勢が強まり、発行ペースが大きく減速しました。発行は信用力の高いSSA発行体に集中し、新興国市場や低ベータ企業による供給は低水準
にとどまりました。需要は底堅さを維持したものの、3月はGSS債発行が市場環境に左右されやすいプロシクリカルな性質を改めて示す展開となりました。
　当ファンドは、引き続き米ドル圏をオーバーウェイト、アジアをアンダーウェイト、欧州を概ねニュートラルとしています。デュレーションは前月からやや積み増
し、小幅なオーバーウェイトとしています。中国では利回り水準の低さや成長支援策を踏まえ、デュレーションを小幅にアンダーウェイトとし、米国は地政学
的リスクの高まりを背景に、デュレーションを概ねニュートラルに維持しています。
　今月は、月初に一部の低格付けクレジット（新興国を含む）を売却しリスクを抑制しましたが、スプレッド拡大を受けて月中にかけて同エクスポー
ジャーを段階的に積み増しました。また、利回り上昇を受け、欧州および英国においてデュレーションを追加しました。
新発債市場では、LGエナジー・ソリューションズが発行したグリーンボンドを購入しました。

投資環境及びポートフォリオの運用状況

債券 LOファンズ-グローバル・クライメイト・ボンド 2026年3月末基準

追加型投信／内外／資産複合

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし） 2026年3月31日基準

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 9



為替変動リスク

（為替ヘッジあり）
主要投資対象とする外国投資信託において、原則として対円での為替ヘッジを行いますが、為替変動リスクを完全に排除で
きるわけではありません。また、為替ヘッジを行う際、円金利が組入資産の通貨の金利より低い場合には、金利差相当分の
費用（為替ヘッジコスト）がかかります。
（為替ヘッジなし）
実質組入外貨建資産について、原則として対円での為替ヘッジを行わないため、為替変動の影響を受けます。為替相場
は、各国の経済状況、政治情勢等の様々な要因により変動します。投資先の通貨に対して円高となった場合には、基準価
額の下落要因となります。

ファンドの特色

②実質基本投資割合は、株式50％、債券50％を基準として±10％の範囲を原則とします。

①世界の株式及び債券等（社債、政府保証債、政府機関債、国際機関債等）に投資を行います。
　 なお、ファンドが投資する投資信託証券では、その運用プロセスにおいてESGやインパクト投資のスクリーニングが含まれます。

③「為替ヘッジあり」と「為替ヘッジなし」の2つのファンドがあります。

信用リスク

一般に、投資した企業の経営などに直接・間接を問わず重大な危機が生じた場合には、ファンドにも重大な損失が生じるリス
クがあります。株式の価格はデフォルト（債務不履行）や企業倒産の懸念から大きく下落（価格がゼロになることもありま
す。）することがあります。また、債券の発行体が財政難・経営不振、資金繰り悪化等に陥り、債券の利息や償還金をあら
かじめ定められた条件で支払うことができなくなる場合（債務不履行）、またはそれが予想される場合等、債券価格が下落
することがあります。このような場合、本ファンドの基準価額は影響を受け、損失を被ることがあります。

主な変動要因

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／資産複合

●市況変動等により想定する配分比率から大きく乖離した場合は、適時、基本投資割合に準じた構成比率に戻す調整を行います。
●経済環境の変化等が見込まれた場合には、基本投資割合を見直す場合があります。
●ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行い、株式部分を「LOファンズ-プラネタリー・トランジション」、債券部分を「LOファンズ-グローバル・クライ
●メイト・ボンド」に投資します。投資信託証券の合計組入比率は原則として高位を保ちます。

※投資対象とする投資信託証券は、委託会社の判断により変更する場合があります。投資信託証券の選定にあたっては、運用プロセスのESGに関する定義・
※投資判断の基準や運用状況等を総合的に勘案の上、決定します。

価格変動リスク

・ 一般に、株式の価格は個々の企業の活動や業績、国内外の経済・政治情勢、市場環境・需給等を反映して変動しま
す。本ファンドはその影響により株式の価格が変動した場合、基準価額は影響を受け、損失を被ることがあります。
・ 一般に公社債は、金利変動により価格が変動するリスクがあります。一般に金利が上昇した場合には価格は下落し、ファ
ンドの基準価額が値下がりする要因となります。ただし、その価格変動幅は、残存期間やクーポンレートなどの発行条件など
により債券ごとに異なります。

●「為替ヘッジあり」は、実質組入外貨建資産について、原則として為替ヘッジを行います。
●「為替ヘッジなし」は、実質組入外貨建資産について、原則として為替ヘッジを行いません。

※資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができないことがあります。

投資リスク

基準価額の変動要因
本ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。また、外貨建資産には為替リスクもあります。したがって、投資者の
皆様の投資元本は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割込むことがあります。信託財産に生じた利益及び
損失は、すべて投資者の皆様に帰属します。また、投資信託は預貯金と異なります。本ファンドの基準価額の主な変動要因としては以下のものがあり
ます。なお、基準価額の変動要因は以下に限定されるものではありません。

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 10



委託会社では、ファンドのパフォーマンスの分析及び運用リスクの管理をリスク管理関連の各種委員会を設けて行っています。流動性リスクの管理におい
ては、委託会社が規程を定め、ファンドの組入資産の流動性リスクのモニタリングなどを実施するとともに、緊急時対応策の策定・検証などを行います。
取締役会等は、流動性リスク管理の適切な実施の確保や流動性リスク管理態勢について、監督します。

追加型投信／内外／資産複合

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

投資リスク

その他の留意点

リスクの管理体制

カントリーリスク 実質的な投資対象国・地域において、政治・経済情勢の変化、外国為替規制、資本規制、税制の変更等の事態が生じ
た場合、又はそれが予想される場合には、方針に沿った運用が困難になり、基準価額の下落要因となる可能性があります。

・ 本ファンドのお取引に関しては、金融商品取引法第37条の6の規定（いわゆるクーリング・オフ）の適用はありません。
・ 本ファンドは、大量の解約が発生し短期間で解約資金を手当てする必要が生じた場合や主たる取引市場において市場環境が急変した場合等に、
・ 一時的に組入資産の流動性が低下し、市場実勢から期待される価格で取引できないリスク、取引量が限られてしまうリスクがあります。これにより、
・ 基準価額にマイナスの影響を及ぼす可能性や、換金の申込みの受付が中止となる可能性、換金代金のお支払いが遅延する可能性があります。
・ 投資信託は預金や保険契約と異なり、預金保険機構、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。
・ 銀行など登録金融機関でご購入いただく投資信託は投資者保護基金の支払対象ではありません。
・ 収益分配金の水準は、必ずしも計算期間における本ファンドの収益の水準を示すものではありません。
・ 収益分配は、計算期間に生じた収益を超えて行われる場合があります。
・ 投資者の購入価額によっては、収益分配金の一部または全部が、実質的な元本の一部払戻しに相当する場合があります。
・ 収益分配金の支払いは、信託財産から行われます。したがって純資産総額の減少、基準価額の下落要因となります。

流動性リスク
市場規模や取引量が少ない状況においては、有価証券の取得、売却時の売買価格は取引量の大きさに影響を受け、市
場実勢から期待できる価格どおりに取引できないリスク、評価価格どおりに売却できないリスク、あるいは、価格の高低に関わ
らず取引量が限られてしまうリスクがあり、その結果、不測の損失を被るリスクがあります。

ＳＢＩアセットマネジメント株式会社の加入協会につきましては、一般社団法人投資信託協会と一般社団法人日本投資顧問業協会が2026年4月1日に合併
した後の協会名「一般社団法人資産運用業協会」を記載しています。

販売会社 ※最終頁をご参照ください。　（受益権の募集・販売の取扱い、及びこれらに付随する業務を行います。）

委託会社、その他関係法人

委託会社 ＳＢＩアセットマネジメント株式会社　 （信託財産の運用指図、投資信託説明書（目論見書）及び運用報告書の作成等を行います。）

　　金融商品取引業者　関東財務局長（金商）第311号　加入協会/一般社団法人資産運用業協会

受託会社 株式会社りそな銀行　 （ファンド財産の保管・管理等を行います。）

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 11



購入価額 購入申込受付日の翌々営業日の基準価額（ファンドの基準価額は1万口当たりで表示しています。）

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

お申込みメモ

購入単位 販売会社がそれぞれ定める単位とします。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

追加型投信／内外／資産複合

換金単位 販売会社がそれぞれ定める単位とします。詳しくは販売会社にお問い合わせください。

換金価額 換金申込受付日の翌々営業日の基準価額から信託財産留保額を差引いた価額となります。

換金代金 原則として、換金申込受付日から起算して7営業日目からのお支払いとなります。

購入・換金申込
受付不可日

次のいずれかに該当する場合は、原則として購入・換金の受付を行いません。
・ルクセンブルクの銀行の休業日　・ニューヨークの銀行の休業日　・委託会社が指定する日

申込締切時間
原則として午後3時までに販売会社が受付けた分を当日のお申込みとします。
なお、受付時間を過ぎてからのお申込みは翌営業日の受付分として取扱います。
※受付時間は販売会社によって異なることもありますのでご注意ください。

換金制限 ファンドの資金管理を円滑に行うため、大口解約には制限を設ける場合があります。

購入・換金
申込受付の中止

及び取消し

金融商品取引所等における取引の停止、外国為替取引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない事情があるとき
は、購入・換金（解約）の申込の受付を中止すること及びすでに受付けた購入・換金（解約）の申込の受付を取消す場
合があります。

信託期間 2029年5月28日まで（設定日：2019年5月30日）
※信託期間の延長が有利であると認めたときは、信託期間を延長する場合があります。

繰上償還

次の場合等には、信託期間を繰り上げて償還となる場合があります。
・各ファンドの受益権の口数が10億口を下回ることとなった場合
・ファンドを償還させることが受益者のために有利であると認めるとき
・やむを得ない事情が発生したとき

決算日 毎年5月28日（休業日の場合は翌営業日）

収益分配 年1回、毎決算時に収益分配方針に基づき分配を行います。
※販売会社によっては、分配金の再投資コースを設けています。詳しくは販売会社までお問い合わせください。

課税関係

課税上は株式投資信託として取扱われます。
公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たした場合にNISA（少額投資非課税制度）の適用対象となります。
当ファンドは、NISAの対象ではありません。
詳しくは、販売会社にお問い合わせください。配当控除、益金不算入制度の適用はありません。
※上記は、2025年11月末現在のものです。税法が改正された場合には、変更となる場合があります。税金の取扱いの詳細について
は、税務専門家にご確認されることをお勧めします。

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 12



運用管理費用
（信託報酬）

ファンドの日々の純資産総額に年1.177％（税抜：年1.07％）を乗じて得た額とします。信託報酬は毎日計上され、毎
計算期間の最初の６ヵ月終了日（休業日の場合は翌営業日）及び毎計算期末または信託終了のときにファンドから支
払われます。
信託報酬＝運用期間中の基準価額×信託報酬率

投資対象とする投資信託証券の信託報酬は年0.44％～年0.46％程度＊です。
＊基本投資割合で試算した信託報酬率であり、実際の組入れ状況により変動します。

ファンドが投資対象とする投資信託証券の信託報酬を加味した、投資者の皆様が実質的に負担する信託報酬率は、年
1.617％～年1.637％（税込）程度となります。

※投資者の皆様にご負担いただく手数料等の合計額については、ファンドを保有される期間等に応じて異なりますので、表示することができません。上記の費用等に
ついては、作成日現在の情報であり、今後変更される場合があります。

その他の費用
及び手数料

ファンドの監査費用、有価証券売買時にかかる売買委託手数料、信託事務の処理等に要する諸費用、開示書類等の作
成費用等（有価証券届出書、目論見書、有価証券報告書、運用報告書等の作成・印刷費用等）が信託財産から差
引かれます。なお、これらの費用は、監査費用を除き、運用状況などにより変動するものであり、事前に料率、上限額などを
示すことができません。

投資者が信託財産で間接的に負担する費用

追加型投信／内外／資産複合

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

ファンドの費用

投資者が直接的に負担する費用

購入時手数料 購入価額に3.3％（税抜3.0％）を上限として販売会社が独自に定める手数料率を乗じた額とします。
詳細は販売会社にお問い合わせください。

信託財産留保額 換金申込受付日の翌々営業日の基準価額に0.1％を乗じた額を換金時にご負担いただきます。

※最終ページの「本資料のご留意点」を必ずご覧ください。 13



■販売会社では、受益権の募集・販売の取扱い、及びこれらに付随する業務を行います。
※1 株式会社ＳＢＩ証券は上記協会のほか、日本商品先物取引協会および一般社団法人日本暗号資産等取引業協会にも加入しております。
※2 マネックス証券株式会社は上記協会のほか、一般社団法人日本暗号資産等取引業協会にも加入しております。
※3 SMBC日興証券株式会社は新規申込のお取扱いを中止しております。
※4 株式会社東和銀行は、「為替ヘッジなし」のみのお取扱いとなります。
（注）2026年4月1日、一般社団法人日本投資顧問業協会は一般社団法人投資信託協会と合併し、「一般社団法人資産運用業協会」となりました。

株式会社ＳＢＩ新生銀行(委託金融商品取
引業者 マネックス証券株式会社) 登録金融機関 関東財務局長

（登金）第10号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行(委託金融商
品取引業者 株式会社ＳＢＩ証券) 登録金融機関 関東財務局長

（登金）第10号 ○ ○

株式会社東和銀行※4 登録金融機関 関東財務局長
（登金）第60号 ○

GMOクリック証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第77号 ○ ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社※3 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

株式会社イオン銀行(委託金融商品取引業
者 マネックス証券株式会社) 登録金融機関 関東財務局長

（登金）第633号 ○

マネックス証券株式会社※2 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第165号 ○

楽天証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第195号

○

三菱UFJ eスマート証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第61号 ○

PayPay銀行株式会社 登録金融機関 関東財務局長
（登金）第624号

○○

○ ○

○ ○

○

○ ○

ＳＢＩ グローバル株式債券バランス・ファンド 月次レポート
販売用資料

追加型投信／内外／資産複合
（為替ヘッジあり）／（為替ヘッジなし）

日本証券業
協会

金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第44号 ○ ○ ○

販売会社一覧

金融商品取引業者名 登録番号
加入協会

株式会社ＳＢＩ証券※1

一般社団法人
金融先物取引業

協会

一般社団法人
資産運用業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

一般社団法人
日本STO協会

○ ○

松井証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長
（金商）第164号 ○ ○

○ ○

○

○本資料は、ＳＢＩアセットマネジメントが作成した販売用資料で、金融商品取引法に基づく開示資料ではありません。○本資料は、ＳＢＩアセット
マネジメント株式会社が信頼できると判断したデータに基づき作成されておりますが、その正確性、完全性について保証するものではありません。また、将
来予告なく変更されることがあります。○本資料中のグラフ、数値等は過去のものであり、将来の傾向、数値等を予測するものではありません。○投資
信託は値動きのある証券に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、元本保証はありません。○投資信託の運用による損益はすべて受益
者の皆様に帰属します。○当ファンドをお申込みの際には、必ず投資信託説明書（交付目論見書）の内容をご確認の上、お客様ご自身でご判断く
ださい。

本資料のご留意点
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